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一般に、大洋の西岸域では西岸境界流なる強い流れが存在する。この流れを駆動しているのは風であり、風成循環として理解される。風成循環に関する以下の説明に対し、A、B、C、D、E、F、G、Hに当てはまる言葉を書け（選択肢があるものはその中から選べ）。また、西岸境界流として典型的な海流を二つ挙げよ。

長い時間スケールで風に対する海洋の応答を考えた場合、表層の水はA輸送により、北半球では風に対してB方向に運ばれる。北太平洋の亜熱帯海域の内部領域では、北側に偏西風、南側に貿易風を持つので、表層の水はC（北上、南下、収束、発散）する。 そのため、その下の水柱はD（押し縮められる or 引き伸ばされる）。 そうすると、［｛（E）＋（相対渦度）｝／（水柱の厚さ）］で表される渦位が保存されるためには、（相対渦度は大きく変化しないとすると）、EがF（小さく or 大きく）なる必要がある。そのためには水柱はG（東、西、南、or 北）へ移動しなければならない。このようにして内部領域で移動した水は、西岸において、まとまって元の方向へ戻され、強い流れができる。このようにして亜熱帯循環及び西岸境界流が形成され、北太平洋亜熱帯では、H（時計周り or 反時計周り）の循環ができる。

